
 
 

 
 
 

 
 
 

 

ほおずきのエスレル処理について 

 

1 エスレル処理とは 

老化ホルモンであるエチレンによって、実の着色を促す処理のこと 

2 処理時期及び濃度 

 ・新盆出荷 

   1 回目：収穫の 3 週間前頃（6/10 前後）    800 倍 

      2 回目：1 回目散布の 1 週間後          800 倍 

  ・旧盆出荷 

   1 回目：収穫の 3 週間前頃（7/10 前後）   800～1,000 倍 

     2 回目：1 回目の 1 週間後          800～1,000 倍 

3 処理量について  

・1 回目の散布量は、80～100 ㍑／ａたっぷり量実にかけること！ 

  （散布後、湿度を高くすると色乗りが良い。） 

4 処理方法について  

・着色効果をあげるため、圃場が乾いている場合はエスレル

処理 2～3 日前から十分かん水を行う。 

・下葉、奇形果を取り除き、エスレルを散布する実の 1 段下

まで、2 枚ある葉のうち 1 枚をかいでおくと、エスレルが

散布しやすい。2 枚ともかぐと着色が遅くなる。 

・頂芽や頂果以上の葉、若い実には絶対にかけないこと。 

・梅雨明け後、日差しが強くなるので、南～西側は葉を多        

く残す。 

・薬害をさけるため、高温時の散布は避ける。夕方散布を 

心がける。 

・曇りの日、雨の日に処理をし、次の日から晴天が続くと 

良く着色する。 

・処理回数は原則 2 回であるが、実が充実していれば旧盆で

は 1 回でも良い。この場合、処理時期を出荷の 15 日前と

し、濃度を下げ（1,000 倍程度）、量を多めに散布する。 

・摘芯後、約 2 週間おくと咲き終わりの実が 4～5cm 程度 

に生長する。 

・玉尻にエスレルがかからないと青いままで着色しない。 

・散布にあたっては、実全体にまんべんなくエスレルがかか

るよう、確実に行う。散布時に実に付いた花びらなどを洗い流す。 

4 エスレル散布機材について  

・噴口は丸形３頭口とスズラン５頭口があるが、専用散布機材は手軽かつ確実に処理

できる。 
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日田版 令和６年 7 月 

大分県西部振興局 生産流通部 

 T e l ：0973-23-2217 

 F a x ：0973-23-3473 

 E-mail：a11610@pref.oita.lg.jp 

記事へのご意見等をお寄せください 

（園芸第一班 工藤） 



 

    高温によるピーマンへの影響と対策について  

 

 

 

 

（１）高温により想定される影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）対策 

・遮光ネ ットの 利 用や妻面 の解放 に よってハ ウス内 温 度を下げ る。  
・白マル チを使 用 する、通 路に敷 き わらを設 置する な ど、地温 の上昇 を 防ぐ。  
・水不足 になら な いように 、一日 の かん水を 数回に 分 けて行う 。  
・適期収 穫を心 が ける。ま た、肥 料 不足にな らない よ うに適宜 追肥を 行 う。  
・病害虫 の発生 は 樹勢を低 下させ る ため、防 除暦を 参 考に定期 的な予 防 散布を行 う。  
 

（３）その他 

・急な雨 水の入 り 込みを防 ぐため 、 明渠等の 維持・ 管 理を行う 。  
・かん水 量目安 ・ ハウス栽 培のピ ー マンの場 合  
 7 月 5.0 ～ 6.0ｔ/10a/日  
 8 月 5.0 ｔ/10a/日  
 9 月  3.5 ～ 4.5ｔ/10a/日  
（雨の日 1/3、 曇り の日 1/2 量をかん 水、土壌 内水分 を 一定に保 つこと が 重要です 。）  
※圃場の 排水条 件 などを考 慮して 調 整するこ と。  

 
（園芸第 一班 大 塚）  

 

 大 雨 が 降 っ た り 、晴 れ れ ば 全 国 一 の 暑 さ に な っ た り と 、ピ ー マ ン も 人 も ス ト レ ス が か か
る 天 気 に な っ て い ま す 。ピ ー マ ン は 夏 を 代 表 す る 野 菜 で す が 、高 温 に よ っ て 様 々 な 障 害 が
出 ま す の で 、 対 策 を お 願 い し ま す 。  

 

高温で花粉の品質が下がること

で起きやすくなります  

暑いと水が果実より葉っぱに行っ

てしまい、起こりやすくなります  



 

令和６年度 狩猟免許試験のお知らせ 

 
 近年、鳥獣による農林作物被害が続いており大きな問題となっています。その一方で、狩猟 

者の減少・高齢化により捕獲対策の促進に支障が出てきています。 

 自分の田畑が、イノシシ等に荒らされている方をはじめ、狩猟に興味のある方はこの機会に 

狩猟免許を取得してみませんか？ 

 

【狩猟免許試験の開催】 

（試験①） 

令和６年 ６月２２日（土）：第一種銃猟（試験会場：大分県日田総合庁舎） 

令和６年 ６月２３日（日）：わな猟  （試験会場：大分県日田総合庁舎） 

受付期間：令和 6 年 6 月 4 日（火）～6 月 11 日（火）時間：9 時～17 時（12:00～13:00 除く） 

（試験②） 

令和６年 ７月２０日（土）：第一種・第二種銃猟（試験会場：大分県庁舎本館正庁ホール） 

令和６年 ７月２１日（日）：網猟・わな猟   （試験会場：大分県庁舎本館正庁ホール） 

受付期間：令和 6 年 7 月 2 日（火）～7 月 9 日（火）時間：9 時～17 時（12:00～13:00 除く） 

（試験③） 

令和６年 ９月２８日（土）：第一種・第二種銃猟（試験会場：大分県庁舎本館正庁ホール） 

令和６年 ９月２９日（日）：網猟・わな猟   （試験会場：大分県庁舎本館正庁ホール） 

受付期間：令和 6 年 8 月 26 日（月）～8 月 30 日（金）時間：9 時～17 時（12:00～13:00 除く） 

（試験④） 

令和６年１１月３０日（土）：わな猟  （試験会場：大分県日田総合庁舎） 

受付期間：令和 6 年 11 月 12 日(火)～11 月 19 日(火)時間：9 時～17 時（12:00～13:00 除く） 

 

【申請に要するもの】 

１．対象者･･･大分県内に住民登録をしている方で、令和６年度以降新たに狩猟を行う予定の方。 

２．申請書に添付するもの･･･狩猟免許申請書は、県振興局に備付けの用紙を使用する。 

１） 写  真 １枚：写真は申請書ごとに添付する。 

最近６ケ月以内に撮影した無帽、正面、上三分身、無背景の縦３.０cm、横２.４cm の写

真で、写真裏面に氏名及び撮影年月日を記載する。 

２) 医師の診断書：３ヶ月以内に作成されたもの。又は、銃砲の所持許可を現に受けている場

合は、その許可証の写し。 

統合失調症、そううつ病（そう病及びうつ病を含む）及びてんかん（発作が再発する恐

れがないもの、発作が再発しても意識障害がもたらされないもの及び発作が睡眠中に限り

再発するものを除く）にかかっていないこと並びに麻薬、大麻、あへん及び覚せい剤の中

毒者でないことを証明するもの。 

３) 返信用封筒１通：長形３号（A4 三つ折り、120mm×235mm）封筒に郵便切手（84 円）を添 

付し、宛名を書いたもの（２種以上申請する場合も１通で可）。 

４）住民票（個人番号の記載されていないもの、もしくは省略されているもの）１通、マイナ

ンバーカード住所記載面の写し  
３．手数料・・・県の政策により令和６年度は徴収しない。 

４．申請受付窓口・問い合わせ先                       

                                                    西部振興局 森林管理班     

０９７３－２２－２５８５ 

（森林管理班 丸山） 

                           



夏期の農作業事故防止について  

【熱中症予防について】  

１．日中の気温の高い時間帯を外して作業を行いましょう 

２．作業前・作業中の水分補給、こまめな休憩をとりましょう 

３．熱中症予防グッズを活用しましょう 

４．単独作業を避けましょう 

５．高温多湿の環境を避けましょう 

 

【草刈り作業で心がけること】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(営農推進班 吉武)  

 

農林水産省 HP より 


